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２ プラスチック使用製品産業廃棄物等の排出の抑制、再資源化等の主な取組

秋田県警察におけるプラスチック使用製品産業廃棄物等の排出状況について（令和７年度）

秋田県警察全体（単位：トン）

※ 廃棄物処理事業者に処理を委託した産業廃棄物（廃プラスチック類）の排出量のみ計上

※ 産業廃棄物管理票（マニフェスト）等を活用して「廃プラスチック類」の排出量を算定（他の種類の産業廃棄物との混合物であって「廃プ
ラスチック類」を分けられない場合には混合物全体の量を排出量として算定

 ・ 会議等を通じて職員に対し、プラスチック資源循環法の趣旨等を周知した。
 ・ 職員にマイバッグやマイボトルの使用を促すなど、プラ廃棄物の排出抑制のための取組を推奨した。
 ・ プリンター等のインク容器等利用可能な消耗品は捨てずに、リサイクル回収に努めた。
 ・ 職場設置の自動販売機で購入した飲料のペットボトルは、設置業者が回収するボックスに入れるよう職員に呼びかけた。


